
＜記者会見項目予定＞ 

① 豊橋鬼まつり鬼トラッキングシステム 

 「おにどこ」の実施について 

 【情報・知能工学系 准教授 大村 廉/ 

 建築・都市システム学系 准教授 水谷 晃啓】 （別紙１参照） 

② 「ええじゃないか学生ハッカソン in 豊橋」 開催のお知らせ 

 【情報・知能工学課程３年 東 昭太朗/情報・知能工学課程３年 豊島 秀典】 

 （別紙２参照） 

③ 2019 年度豊橋市生涯学習市民大学トラム 

 豊橋技術科学大学連携講座開講のお知らせ 

 【社会連携推進センター副センター長・教授 水嶋 生智】（別紙３参照） 

④ 博士課程教育リーディングプログラム 2019 年度第 4 回バトンゾーン特論 

 がんの早期発見と治療薬の新展開： 

 がんと共存する社会の実現に向けて 

 【リーディング大学院教育推進機構】（別紙４参照） 

⑤ 令和元（2019）年度定例記者会見の開催日程について（別紙５参照） 

 

 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 
 

令和元（2019）年１２月１７日 

令和元（2019）年度第８回定例記者会見 

日時：令和元（2019）年１２月１７日（火）１０：３０～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３Ｆ大会議室 

 

 

 

 

                ＜本件連絡先＞ 

                総務課広報係 前田・古橋・高柳 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 



＜別紙１＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０１９年１２月１７日 

 

 
＜概要＞ 

 昨年、今年と豊橋鬼まつりにおいて、鬼トラッキングシステム「おにどこ」の実証実験

を行い、大変好評を頂きました。来年（2020 年）も引き続き 2 月 11 日に鬼まつりにお

いて、「おにどこ」の実証実験を行う予定で準備を進めています。クラウドファンディン

グによる活動資金の募集も行なっております。 

＜詳細＞ 

昨年の実証実験結果、豊橋市内外から多くのアクセスがあり、約 5,000 名の方々からご

利用頂きました。また、システム上で行ったアンケートには 300 名以上の方々からご回答

頂き、93%の方々から「便利だった」と大変好評を頂きました。さらに、（元々鬼祭りに

興味のあった方々を除き）87%の方々から「鬼祭りに興味を持つようになった」、92%の

方々から「来年度もおにどこを利用したいと思う」とも回答いただいております。 

このようなアンケート結果、並びに，地域行事における IT 利活用の研究をさらに進め

るべく、来年も 2 月 11日に、「おにどこ」の実証実験を行う準備を進めております。次回

に向けて、細かな使い勝手向上の他、準天頂衛星「みちびき」対応 GPS 端末の導入、地域

の方々に作成戴いた地図の利用、多言語化対応などの機能を盛り込むことを予定しており

ます。  

なお、実施にあたって活動資金をクラウドファンディングにて募集しております。ご支

援いただければ幸いです。 

＜「鬼どこ」実施体制＞ 

主催：豊橋技術科学大学 ユビキタスシステム研究室（大村研究室）， 

豊橋技術科学大学 建築設計情報学研究室（水谷研究室）， 

株式会社ウェブインパクト 

協力：安久美神戸神明社，豊橋鬼祭保存会，Code for MIKAWA 
 

本件に関する連絡先 

担当：情報・知能工学系准教授 大村 廉，建築・都市システム学系准教授水谷 晃啓  

連絡先:0532-44-6750,ren@tut.jp(大村), 0532-44-6831,mizutani@ace.tut.ac.jp (水谷) 

広報担当：総務課広報係 前田・古橋・高柳 TEL:0532-44-6506 

 
豊橋鬼まつり鬼トラッキングシステム 

「おにどこ」の実施について 



2020年「おにどこ」
の実施について

豊橋技術科学大学
2020年12月16日

大村 廉
水谷 晃啓

2019年「おにどこ」アクセス/ダウンロード数
• Webページビュー

• ～2/10 6,302PV（昨年：1,913PV）
• 2/11 5,624PV（昨年：6,751PV）
• 合計 11,926V（昨年：8,430PV）

• Webユニークユーザ数
• ～2/10 2,341人（昨年：586人）
• 2/11 2,976人（昨年：1,765人）
• 合計 4,748人 （昨年：2,351人）

• Webアクセス場所（2/11日当日）
• 日本 2,970人

• 名古屋 736人，豊橋 728人，大阪 654人，横浜 189人，新宿 174人
港区 166人，岡崎 129人，福岡 76人，渋谷 47人，豊川 37人
豊田 32人，中央区 27人，浜松 16人，千代田区 12人，台東区 12人
一宮 10人，安城 8人，京都 8人，神戸 8人，札幌 7人

• 国外 6人
• アメリカ 6人

• アプリダウンロード数(2/11まで)
• iOS版 1,255件
• Android版 599件
• 合計 1,854件

ユニークユーザ数(2/11)＋ダウンロード数：4,830（見込み使用数）

＜別紙１-２＞



2019年の「おにどこ」アンケート結果
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鬼祭に対する興味の変化

• 58%の方々（もともと興味があった方を
除けば87%の方々）から「おおいに興味
持つようになった」「少し興味を持つ
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来年もおにどこを使用したいか

• 92%の方々から「是非利用した」「機会が
あれば利用したい」との回答を戴けた

2020年「おにどこ」について
• 当日実施予定時間

• 2020年２月11日 15:00～25:00（10時間）
• 実施体制

• 主催：おにどこ実行委員会
豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 大村研究室
豊橋技術科学大学 建築・都市システム学系 水谷研究室
(株)ウェブインパクト

• 協力
安久美神戸神明社，豊橋鬼祭保存会，(株)マップクエスト，
Code for MIKAWA

• 新機能（予定）
• 準天頂衛星「みちびき」対応GPSの使用

→位置精度の向上
• オープンデータ（OpenStreetMap，Wikipedia）の利用

→地図の見易さ向上，付加情報の追加
• 多言語化（英語版の導入）

→外国人観光客への対応



OpenStreetMap，Wikipediaの利用

地図の3D表示にも対応
経路等が直感的に分かりやすく

豊橋公会堂 x
豊橋公会堂とは，…
Wikipediaで続きを読む
ここまでの経路

※画像はイメージです

地図上のWikipediaに記事があるもの
をタップすると説明の一部を表示

おにどこデータソンの様子
• 2019年12月14日 安久美神戸神明社にて実施

(主催：Code for MIKAWA)

Wikipedia「豊橋鬼祭」エントリの追加，神社周辺の地図情報の詳細化を行なった



クラウドファンディングの募集と
当日実施について
• クラウドファンディングでの募集について

• https://readyfor.jp/projects/o2doko2020 より募集
• 目標額 460,000円（12月16日現在支援額 156,000円）
• 公開日：2019年11月14日
• 〆切日：2020年1月14日

リターン品について

御朱印帳

技科大生がデザインした御朱印帳，御朱印帳入れ，絵馬などを追加

御朱印帳入れ
（帆前掛け生地）



＜別紙２＞



＜別紙３＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０１９年１２月１７日 

 

 

＜概要＞ 

生命科学は 20 世紀後半から 21 世紀にかけて急速に進展し、生命に関する多くの謎が解
き明かされ、それによって医療もめざましい発展を遂げました。しかし、生命にはまだ理
解できていない幾つもの現象が存在し、それらを解明しようと多くの科学者が研究に励ん
でいます。本講座では、「生命科学の最前線」についてわかりやすく解説します。 

 

〇場所：豊橋技術科学大学 Ａ２棟１０１講義室 

〇日程・講座内容： 

日程 タイトル 講 師 

2月8日 
（土） 

10：00～ 
11：30 

しびれる電気で創る iPS 細胞 
沼野 利佳  准教授 
(応用化学・生命工学系) 

（講義概要） 
山 中 教 授 が発 見 した全 能 性 をもつiPS細 胞 は、将 来 の再 生 医 療 での使 用 が期 待

される、安 全 性 の高 い細 胞 を量 産 する技 術 が希 求 されています。当 研 究 室 では、血
液 から採 った細 胞 と山 中 因 子 と呼 ばれる遺 伝 子 ＤＮＡを封 入 した直 径 数 ミリの小 さ
な液 滴 に電 界 をかけ、山 中 因 子 を細 胞 に導 入 する液 滴 電 気 穿 孔 装 置 を開 発 して
います。この技 術 の利 点 や、将 来 の実 用 化 の可 能 性 などについて紹 介 します。 

2月15日 
（土） 

10：00～ 
11：30 

ゲノム編集と DNA バーコード 
浴  俊彦  教授 
(応用化学・生命工学系) 

（講義概要） 
生 物 は、生 命 の設 計 図 として固 有 のゲノム DNA を持 っています。DNA の塩 基 配

列 解 読 が飛 躍 的 に進 み、様 々な生 物 の持 つ遺 伝 子 の全 体 像 が明 らかになりまし
た。また、ゲノム編 集 の登 場 により、生 物 の性 質 を容 易 に操 作 できるようになりまし
た。このような最 近 のゲノム研 究 のトピックについて解 説 し、DNA の塩 基 配 列 をバー
コードとして、生 物 多 様 性 を調 べる取 り組 みについても紹 介 します。 

2月29日 
（土） 

10：00～ 
11：30 

「脳」の再生と炎症」 ―脳も身体の一部分― 
吉田 祥子  講師  
(応用化学・生命工学系) 

（講義概要） 
私 たちの思 考 をつかさどる脳 は、「壊 れたら再 生 しない」とか、「免 疫 がない」とか、

今 までちょっと特 別 扱 いされてきました。ところが、２１世 紀 に入 って、脳 の神 経 細 胞
が何 歳 になっても再 生 すること、身 体 の免 疫 細 胞 が脳 に入 り込 んで、認 知 症 などを
引 き起 こすことが分 かってきました。脳 も私 たちの身 体 の一 部 として、他 の臓 器 と密
接 に関 与 しているトピックを通 じて、健 康 な「脳 」の使 い方 について紹 介 します。 

 

 

本件に関する連絡先 

担当：研究支援課地域連携係 福村・三輪 TEL:0532-44-6569     

広報担当：総務課広報係 前田・古橋・高柳 TEL:0532-44-6506 

2019 年度豊橋市生涯学習市民大学トラム 
豊橋技術科学大学連携講座開講のお知らせ 



〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1

会場はこちら

豊橋技術科学大学 A2-101講義室

TEL 0532-44-6569 FAX 0532-44-6568
Mail chiren@office.tut.ac.jp

豊橋技術科学大学研究支援課
社会連携支援室 地域連携係

令和元年度 豊橋市民大学トラム 豊橋技術科学大学連携講座

ゲノム編集とDNAバーコード

※ホームページから簡単にお申し込みいただけます。
※FAXからのお申し込みも可能です。裏面の受講申込書をお使いください。

生命科学は20世紀後半から21世紀にかけて急速に進展し、生命に関する多くの謎が
解き明かされ、それによって医療もめざましい発展を遂げました。しかし、生命にはま
だ理解できていない幾つもの現象が存在し、それらを解明しようと多くの科学者が研究
に励んでいます。本講座では、「生命科学の最前線」についてわかりやすく解説します。

－生命のしくみを知る、新しい医療技術を創る－

しびれる電気で創るiPS細胞

「脳」の再生と炎症
－脳も身体の一部分－

応用化学・生命工学系 准教授

応用化学・生命工学系 教授

応用化学・生命工学系 講師

第１回 10：00～11：30 （9：30受付開始）

お申し込み・お問合せ

第２回 10：00～11：30 （9：30受付開始）

受講無料・要申込（定員200名）

第３回 10：00～11：30 （9：30受付開始）

2
8/
土

/215

29
2/

土

沼野 利佳

浴 俊彦

吉田 祥子

土



FAX

※FAXでお申し込みいただいた方に対して，本学から受講申込受理の通知はいたしませんので，直接会場へお越しください。
※ご記入いただいた個人情報は，豊橋技術科学大学が実施する催事情報をお知らせする目的以外には使用いたしません。

※受講者番号 ※受付日 月 日

受講希望
コース

ご希望の講座に✓をつけてください
□2/ 8(土) 「しびれる電気で創るiPS細胞」
□2/15(土) 「ゲノム編集とDNAバーコード」
□2/29(土)  「「脳」の再生と炎症 －脳も身体の一部分－」

ふりがな
氏 名

性別 男・女 年齢
歳

職 業

該当箇所に✓をつけてください。「その他」については適宜記入願います。
□会社員 □自営業 □教員 □公務員
□学生 －高校生・大学生・大学院生・その他（ ）
□その他－主婦・無職・その他（ ）

広告媒体

どこでこのチラシをもらいましたか？該当箇所に✓をつけてください。
□大学からの郵便物 □大学のホームページ □アイプラザ豊橋
□市役所（ 市）□とよはし情報プラザ □東三河懇話会 □本学内

□その他（ ）

※今後本学からの市民講座等のご案内を希望される方は，以下の項目にご記入ください。

住 所

（郵送での受取を希望される場合）

〒 －

メールアドレス
（Eメールでの受取を希望される場合）

【第１回 応用化学・生命工学系 沼野利佳 准教授】

山中教授が発見した全能性をもつiPS細胞は、将来の再生医療での使用が期待される安全性の高い細胞を量産
する技術が希求されています。当研究室では、血液から採った細胞と山中因子と呼ばれる遺伝子ＤＮＡを封入し
た直径数ミリの小さな液滴に電界をかけ、山中因子を細胞に導入する液滴電気穿孔装置を開発しています。こ
の技術の利点や、将来の実用化の可能性などについて紹介します。

【第２回 応用化学・生命工学系 浴俊彦 教授】
生物は、生命の設計図として固有のゲノムDNAを持っています。DNAの塩基配列解読が飛躍的に進み、様々な
生物の持つ遺伝子の全体像が明らかになりました。また、ゲノム編集の登場により、生物の性質を容易に操作で
きるようになりました。このような最近のゲノム研究のトピックについて解説し、DNAの塩基配列をバーコードとし
て、生物多様性を調べる取り組みについても紹介します。

【第３回 応用化学・生命工学系 吉田祥子 講師】
私たちの思考をつかさどる脳は、「壊れたら再生しない」とか、「免疫がない」とか、今までちょっと特別扱いされて
きました。ところが、２１世紀に入って、脳の神経細胞が何歳になっても再生すること、身体の免疫細胞が脳に入
り込んで、認知症などを引き起こすことが分かってきました。脳も私たちの身体の一部として、他の臓器と密接に
関与しているトピックを通じて、健康な「脳」の使い方について紹介します。

豊 橋 技 術 科 学 大 学
研究支援課地域連携係

必要事項をご記入の上，FAXでお送りください。



聴講
自由

落谷 孝広 教授

博士課程教育リーディングプログラム
2019年度第4回バトンゾーン特論

がんの早期発見と治療の新展開：
がんと共存する社会の実現に向けて

日 時：2020年1月30日（木）14:40～16:10
会 場：豊橋技術科学大学 講義棟 Ａ2-101
問合先：リーディング大学院教育推進機構

leading@office.tut.ac.jp ＴＥＬ 0532-44-1028

東京医科大学 医学総合研究所
分子細胞治療研究部門

概要
世界に類を見ないスピードで我が国は高齢化社会へと突入しました。これ

に加えて、いま２人にひとりが「がん」に罹患する時代を迎えています。こ
うした状況のもとで、増え続ける莫大な国民医療費は２０２５年には５６兆
円を超えるとの予想がなされて以来、これに対応するための様々な取り組み
が国や民間レベルで行われています。しかし人間の寿命が１００歳をも目指
す時代がすぐ目の前に来た現在、健康寿命を延ばすスマートライフケアの需
要は益々増えることになります。「未病」という言葉が流行しているものの、
健康なのか病（やまい）の一歩手前の未病なのかを正確に判定する指標とな
る新たなバイオマーカーが必要です。本講演では、血液１滴で早期のがんを
発見する夢の診断方法の研究の最前線をご紹介するとともに、がんと共存す
るための最新のがん治療研究を紹介します。

1987年 日本学術振興会特別研究員
1988年 医学博士の学位取得

大阪大学細胞工学センター文部教官助手
1991年 米国ラホヤ研究所（現・ＳＦバーナム

医学研究所）・ポストドクトラルフェロー
1992年 国立がん研究センター研究所・分子腫瘍

学部・主任研究員
2010年 同・分子細胞治療研究分野・分野長
2018年より現職

オチヤ タカヒロ
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